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研究成果の概要（和文）：われわれは地域のケアスタッフが多様な医療知識を得る機会に恵まれていないことを明らか
にした。脳卒中に関する知識は十分ではないが脳卒中に関する深い知識や急変時の初期対応、認知症に関する知識を得
たいと考えていた。われわれは脳卒中と認知症ケアに関わる介護スタッフ向けの教育システムを開発した。特に赤平市
においては脳卒中　TIA　救急処置に関する教育を行い、1年で市内の56％のスタッフに教育することに成功した。一連
の研究データに基づき2冊の教育書も発刊した。

研究成果の概要（英文）：We showed that care staff in local cities have few opportunities to get various me
dical information. Although their knowledge of stroke is not enough,they want to get additional informatio
n of stroke, first-aid procedure in medical emergency, and management of dementia. We developed educationa
l system about medical emergency for stroke and dementia care staff. Particularly, in Akabira city, Hokkai
do, we performed the education about stroke, TIA, and medical emergency to 56% of care staff in Akabira ci
ty during one year. We published two text books on these findings.
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１．研究開始当初の背景 
わが国の医療と福祉には地域格差がある。そ
の地域の医療・福祉施設の規模や、専門職の
種類や数はそれを説明しうる要因であるが、
数字には表わしづらい「教育の格差」も重要
な要因として考えなくてはならない。等しく
質の高い医療と福祉を国民が求めている一
方で、それを支える高等教育・専門教育には
国家試験資格習得後の卒後・生涯教育の点で、
地域差はないか検討する必要がある。 
 
２．研究の目的  
本研究は、脳卒中と認知症といった医療から
介護にわたる疾患をモデルとして、地域間の
医療と福祉の格差を生み出す「脳卒中専門教
育（職能教育）の地域格差」を明らかにして、
これらを克服するための卒後教育システム
を開発するものである。 
 
３．研究の方法 
北海道複数地域（赤平市 釧路市 札幌市 
砂川市 奈井江町 美唄市）にて介護福祉ス
タッフに対してアンケート調査及び現場調
査。赤平市では介護施設に複数回ずつ訪問。
調査結果に基づき生涯教育研修会を開催、そ
の効果を調査。教育用プログラムを作成。 
 
４．研究成果 
都市部では生涯学習を受ける機会が多いが
内容が多様で参加しきれず、どの研修に絞り
込むべきか混乱もあること、地方では機会が
圧倒的に少ないことが明らかになった。しか
し、地方での生涯教育活動を複数回にわたり
行ってみると、リピーターとそうでない人、
参加者の多い施設とそうでない施設といっ
た差が目立ち二極化した。一連の検討から、
教育の効果を上げるべく参加者を増やすた
めには会場での開催形式には限界があるこ
とが判明した。また、脳卒中に限った場合、
分類、発症形式、危険因子・予防に関する知
識は医療職よりは介護職のそれは一般市民
に近いことが判明した。学習ニーズは高く、
繰り返しで効果が発揮されるが効果の上が
りやすい部分と効果の上がりづらい部分が
あることも判明した。これら調査結果は北海
道で配布するテキスト（脳卒中あんしん連携
ノート 3000 部医療機関および患者に配布と
脳卒中あんしん生活ガイドブック 8000 部
配布）の内容に反映され教育用ページが作成
され、HP にも展開された。赤平市では参加者
が会場での開催では参加者が増えず、市内の
8 割を超える施設に直接訪問し教育活動を展
開したところ、市内介護スタッフの 56.4％に
単年で生涯教育研修を実現した。また、生涯
教育の質を高めるために、研鑽した介護福祉
スタッフを教育スタッフに育成し、赤平市 
砂川市 奈井江町にて中学生および高校生
の実習に教育スタッフとして参加（現在も継
続中）することとした。プレゼンテーション
技術が不足していることが判明し、研修した

介護福祉スタッフら自身（MSW 包括支援セ
ンタースタッフ 救急救命士）による学会発
表を積極的に支援した。成果の一部は、学会
にて報告し、その領域の総会でシンポジスト、
パネリストに選ばれるなど高い評価を得た。
また、新聞に何度も記事として取り上げられ
るなど注目され、学校から毎年オファーも得
るなど研究成果は社会に還元され、地域社会
においても十分認知されたと思われる。 
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